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た
。
三
十
四
人
の
商
工
会
正
副
会
長
が
出

席
し
、
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
や

予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
植
田
賢
治
会
長

は
、
冒
頭
で
昨
年
六
月

に
可
決
成
立
し
た
『
小

規
模
企
業
振
興
基
本

法
』
に
つ
い
て
ふ
れ
、

「
小
規
模
企
業
の
た
め

に
打
ち
出
さ
れ
る
国
の

施
策
を
ど
の
よ
う
に
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
か
。
そ
れ
が
、
地

域
で
最
も
身
近
な
支
援

機
関
で
あ
る
商
工
会
の

使
命
で
あ
り
、
商
工
会

へ
の
期
待
で
あ
る
」
と

力
を
込
め
ま
し
た
。

　

続
け
て
植
田
会
長

は
、
本
県
連
が
平
成

二
十
七
年
度
を
『
小
規

模
企
業
振
興
元
年
』
と

位
置
付
け
る
と
し
、

『
小
規
模
事
業
者
の
繁

栄
を
通
し
て
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
寄
与

し
、
地
域
振
興
の
一
翼

を
担
う
』
お
よ
び
『
商
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『
平
成
二
十
六
年
度
臨
時
総
会
』開
催

『
平
成
二
十
六
年
度
臨
時
総
会
』開
催

『
平
成
二
十
六
年
度
臨
時
総
会
』開
催

会
員
満
足
度
の
向
上
商
工
会
の
機
能
強
化
商
工
会
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念
事
業

を
三
本
柱
に
し
た
事
業
を
展
開

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
三
月

二
十
四
日（
火
）に
メ
ル
パ
ル
ク
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
（
中
区
基
町
）
に
て
、『
平
成

二
十
六
年
度
臨
時
総
会
』
を
開
催
し
ま
し

工
会
存
続
・
発
展
の
道
筋
を
示
し
、
実
行

す
る
』
を
県
連
の
運
営
理
念
と
す
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
平
成
二
十
七
年
度
は
、『
会
員

満
足
度
の
向
上
』
お
よ
び
『
商
工
会
の
機

能
強
化
』、
新
た
に
『
商
工
会
法
施
行

五
十
五
周
年
記
念
事
業
』
を
加
え
た
三
本

の
柱
を
軸
と
し
て
事
業
を
実
施
す
る
と
宣

言
。「
基
本
法
の
趣
旨
を
地
域
に
浸
透
さ

せ
る
た
め
に
は
、
県
・
市
町
に
お
い
て
小

規
模
企
業
振
興
条
例
を
策
定
し
、
地
方
行

政
の
中
に
小
規
模
企
業
振
興
が
明
確
に
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
。
組
織
を

挙
げ
て
条
例
制
定
の
要
望
活
動
を
展
開
す

る
」
と
し
、
事
業
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
広
島
東
商
工
会
の
松
島
洋
一

会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
行
さ

れ
ま
し
た
。
上
程
し
た
第
一
号
議
案
か
ら

第
六
号
議
案
の
す
べ
て
が
原
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
号
議
案
の
平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
（
案
）
の
説
明
で
事
務
局
は
、
冒
頭

で
植
田
会
長
が
述
べ
た
県
連
事
業
の
三
本

柱
に
ふ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
内
容

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
五
十
五
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
十
月
三
十
一
日
（
土
）

に
広
島
国
際
会
議
場
に
て
、『
今
や
ろ
う
、

未
来
の
た
め
に　

共
に
歩
も
う
発
展
へ
の

道
』
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
『
商
工

会
法
施
行
五
十
五
周
年
記
念
広
島
県
大
会
』

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

提
出
議
題
は
次
の
通
り
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●
第
一
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
収
支

補
正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

●
第
二
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

●
第
三
号
議
案　

月
刊
「
商
工
会
」
誌
の

商
工
会
役
員
の
全
員
購
読
導
入
（
案
）

承
認
の
件

●
第
四
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
県
連

合
会
会
費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収

方
法
（
案
）
承
認
の
件

●
第
五
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
電
子

計
算
機
処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）

及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

●
第
六
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
借
入

金
最
高
限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承

認
の
件

『
平
成
二
十
六
年
度
第
四
回
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　青
年
部
研
修
会
』及
び

　
　
　『平
成
二
十
六
年
度
臨
時
総
会
』開
催

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』を

さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
る
た
め
の
五
ヶ
年
計
画
を
発
表

　
　
　『平
成
二
十
六
年
度
臨
時
総
会
』開
催

広島県商工会青年部連合会

　

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、
三

月
六
日
（
金
）
に
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
（
福
山
市
三
之
丸
町
）
に
て
、

『
平
成
二
十
六
年
度
第
四
回
商
工
会
青
年

部
研
修
会
』
及
び
『
平
成
二
十
六
年
度
広

島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
行
わ
れ
た
研
修
会
は
三
部
構
成
。

　

第
一
部
で
は
、
株
式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

代
表
取
締
役
社
長
の
丹
下
大
氏
が
“
自
宅

マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
か
ら
九
年
で
従
業
員

五
百
名
の
上
場
企
業
を
創
る
ま
で
の
軌
跡
”

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

丹
下
氏
は
学
生
時
代
の
就
職
活
動
か
ら

会
社
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
の
歩
み
を
紹
介
。

　

こ
れ
ま
で
会
社
を
経
営
し
て
き
て
感
じ

た
ポ
イ
ン
ト
に
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は

何
が
当
た
る
か
分
か
ら
な
い
」「
軌
道
に

乗
る
に
は
二
年
か
か
る
」「
巻
き
込
む
人

を
増
や
す
（
一
人
じ
ゃ
会
社
じ
ゃ
な
い
）」

「
Ｙ
＝
ａ
Ｘ
＋
ｂ
（
ゲ
ー
ム
の
ロ
ジ
ッ
ク

を
知
る
）」「
愛
情
を
注
ぐ
の
は
身
内
か
ら

（
博
愛
主
義
じ
ゃ
ダ
メ
）」「
最
大
公
約
数

よ
り
も
特
異
値
」
の
六
つ
を
挙
げ
、「
会

社
は
人
生
を
楽
し
む
た
め
の
手
段
。
経
営

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
大
野
町
商
工
会
青
年

部
、
黒
瀬
商
工
会
青
年
部
、
呉
広
域
商
工

会
青
年
部
、
福
山
北
商
工
会
青
年
部
、
備

南
地
域
協
議
会
、
備
北
地
域
協
議
会
の
各

代
表
が
今
年
度
行
っ
た
地
域
再
生
型
提
案

公
募
事
業
の
事
業
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
三
部
で
は
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
の
佐
藤
大
地
会
長
が
、
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
等
に
つ
い
て
説
明
。

積
極
的
な
補
助
金
の
活
用
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

研
修
会
後
、
臨
時
総
会
に
先
立
っ
て
、

堀
田
悦
三
県
連
副
会
長
を
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

に
迎
え
、
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
と
全
国

連
会
長
表
彰
の
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し

た
の
は
、
青
年
部
功
労
者
と
し
て
佐
藤
大

地
県
青
連
会
長
、
優
良
商
工
会
青
年
部
と

し
て
沼
田
町
商
工
会
青
年
部
。
特
に
佐
藤

会
長
は
全
国
で
唯
一
の
受
賞
者
で
し
た
。

全
国
連
会
長
表
彰
は
加
藤
陽
一
郎
県
青
連

監
事
。
会
場
か
ら
は
表
彰
状
を
手
に
さ
れ

た
受
賞
者
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
臨
時
総
会
で
は
、
三
原
臨
空
商

工
会
青
年
部
の
新
光
部
長
を
議
長
に
選
出

し
、
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
上
程
し

た
第
一
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
の
す
べ

て
が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

●
第
一
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
収
支

補
正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

●
第
二
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

●
第
三
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
会
費

賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）

承
認
の
件

●
第
四
号
議
案　

広
島
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
運
営
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）

承
認
の
件　
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第
二
号
議
案
の
平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
書
で
執
行
部
は
、
来
年
度
の
テ
ー
マ

を
『
わ
た
し
た
ち
の
未
来
へ
挑
戦
し
よ

う
！　

～
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
五
个
年
計
画

青
年
部
×
青
年
部
＝
∞
（
無
限
大
）
～
』

と
掲
げ
ま
し
た
。
過
去
二
年
に
わ
た
り

行
っ
て
き
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
事
業
に
ふ
れ
、
異
業
種
の
集

ま
り
で
あ
る
青
年
部
の
特
性
を
活
か
し
た

融
合
と
発
見
が
で
き
た
こ
と
を
強
調
。
こ

の
二
年
間
で
培
っ
た
経
験
を
さ
ら
に
飛
躍

さ
せ
る
た
め
、
さ
ら
に
三
年
間
延
長
さ
せ

る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
五
个
年
計
画
」
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
積
極
的
で

継
続
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
部
員

全
員
が
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー
」

と
な
る
こ
と
で
家
業
の
発
展
と
地
域
振
興

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、
三

月
四
日
（
水
）
に
広
島
県
商
工
会
連
合
会

会
議
室
に
て
、『
平
成
二
十
六
年
度
第
三

回
商
工
会
女
性
部
研
修
会
』
及
び
『
平
成

二
十
六
年
度
第
二
回
臨
時
総
会
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
出
席
者
二
十
五
人
、
委
任
状

九
人
、
計
三
十
四
人
の
出
席
の
も
と
、
平

成
二
十
六
年
度
補
正
予
算
及
び
平
成

二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
案
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
野
町
商
工
会
女
性
部
の
橋
口
千
恵
子

ブ
ロ
ッ
ク
長
を
議
長
に
選
出
し
、
四
つ
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
。
第
一
号
議
案
と
第

二
号
議
案
は
一
括
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
一
括
上
程
さ
れ
た
第
三
号
議
案
と
第

四
号
議
案
で
は
、
第
三
号
議
案
の
収
支
予

算
書
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
、
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
事
業
予
算
の
増
額
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、
第
四
号
議
案
は
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
。

●
第
一
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
収
支

補
正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

●
第
二
号
議
案　

平
成
二
十
六
年
度
会
費

賦
課
基
準
追
加
（
案
）
の
承
認
及
び
徴

収
方
法
（
案
）
の
承
認
の
件

●
第
三
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

● 

第
四
号
議
案　

平
成
二
十
七
年
度
会
費

賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）

承
認
の
件

　

第
三
号
議
案
の
平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
書
案
で
執
行
部
は
、
平
成
二
十
二
年

度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
『
エ
コ
キ
ャ
プ
事

業
』
や
『
原
爆
の
子
の
像
に
千
羽
鶴
を
捧

げ
る
事
業
』
な
ど
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

く
こ
と
を
表
明
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年

度
は
提
案
公
募
型
地
域
活
性
化
事
業
の
申

込
み
が
一
事
業
の
み
だ
っ
た
こ
と
に
ふ
れ
、

平
成
二
十
七
年
度
は
積
極
的
な
事
業
へ
の

参
加
を
促
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
は
「
商
工
会
法
施
行

五
十
五
周
年
」
の
節
目
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
女
性
部
と
し
て
積
極
的
に
記
念
行
事

に
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
、
合
わ

せ
て
協
力
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
県
女
性
連
は
、

こ
う
し
た
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
、
部

員
の
資
質
向
上
、
部
員
増
強
運
動
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
女
性
と
し
て
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
や
情
報
交
換
を
深
め
、
地

域
振
興
発
展
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
、
地

域
に
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

臨
時
総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
『
平
成

二
十
六
年
度　

商
工
会
女
性
部
第
三
回
研

修
会
』
で
は
、
当
県
連
の
山
本
敏
昭
専
務

理
事
が
“
新
た
な
展
開
に
入
っ
た
商
工
会
”

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
山
本

専
務
理
事
は
、
現
在
の
商
工
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
商
工
会
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
言
及
。

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
に
つ
い
て
ふ
れ

「
時
代
と
と
も
に
商
工
会
に
求
め
ら
れ
る

役
割
も
変
化
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
金
融
・

労
務
・
税
務
な
ど
の
指
導
モ
ー
ド
か
ら
、

経
営
戦
略
・
商
品
開
発
・
販
路
開
拓
な
ど

を
行
う
支
援

モ
ー
ド
へ
の

切
り
替
え
な

ど
に
つ
い
て

説
明
を
行
い

ま
し
た
。

『
平
成
二
十
六
年
度
第
三
回
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　女
性
部
研
修
会
』及
び

『
平
成
二
十
六
年
度
第
二
回
臨
時
総
会
』開
催

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
案
で
は
、事
業
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
要
請

『
平
成
二
十
六
年
度
第
二
回
臨
時
総
会
』開
催

広島県商工会女性部連合会
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

あなたの
　チカラに、
　　なりたい。

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

雑魚にスポットを当てたビジネス戦略。事業に
活かせるヒントがいっぱい。

『
出
展
事
業
所
・

　団
体
等
講
習
会
』開
催

『
出
展
事
業
所
・

　団
体
等
講
習
会
』開
催

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

広島県
商工会
連合会

地
域
活
性
化
の
伝
道
師・「
萩
し
ー
ま
ー
と
」の
駅
長
が

地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
開
発
の
極
意
を
伝
授

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
三
月
四
日

（
水
）
に
メ
ル
パ
ル
ク
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ

（
中
区
基
町
）
に
て
、『
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら

ざ　

出
展
事
業
所
・
団
体
等
講
習
会
』
を

開
催
し
ま
し
た
。
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
出

展
者
に
新
た
な
販
路
を
見
出
し
て
も
ら
お

う
と
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
九
十
二
の
事

業
所
と
団
体
等
か
ら
百
二
十
六
名
が
参
加
。

広
い
会
場
は
、
販
路
開
拓
に
熱
い
想
い
を

持
っ
た
参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
講
演
を
行
っ
た
の
は
、「
萩

し
ー
ま
ー
と
」
で
駅
長
を
務
め
る
中
澤
さ

か
な
氏
。「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産

品
開
発
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
中
澤
氏
は
大
学
卒
業
後
、

一
九
八
〇
年
に
リ
ク
ル
ー
ト
に
入
社
。

二
〇
〇
〇
年
に
退
職
後
、「
道
の
駅　

萩

し
ー
ま
ー
と
」
立
ち
上
げ
の
た
め
の
全
国

公
募
に
応
募
し
、
駅
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
に
は
、
地
産
地
消
優
良
活
動

表
彰
で
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
。
地
元
の
人
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
県

外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
押
し

も
押
さ
れ
ぬ
人
気
観
光
地
へ
と
成
長
し
て

い
ま
す
。

　

冒
頭
で
中
澤
氏
は
「
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ

ン
戦
略
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
。
ブ

ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
と
は
、
競
争
の
少
な
い

未
開
拓
市
場
の
こ
と
。「
今
後
、
み
な
さ

ん
が
商
品
開
発
に
取
り
組
む
時
は
、
あ
り

ふ
れ
た
素
材
で
普
通
の
加
工
品
を
作
っ
て

も
不
毛
な
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
だ

け
。
比
較
さ
れ
る
対
象
の
少
な
い
新
た
な

ジ
ャ
ン
ル
の
製
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
べ

き
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

実
例
で
は
、
平
成
の
出
世
魚
と
称
さ
れ

る
「
萩
の
金
太
郎
」
を
紹
介
。
漁
師
が
沖

で
捨
て
て
い
た
魚
が
ブ
ラ
ン
ド
魚
へ
と
上

り
詰
め
た
経
緯
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
や

「
萩
の
金
太
郎
」
は
高
級
料
理
店
で
も
使

用
さ
れ
る
高
級
魚
。
誰
も
気
に
留
め
な

か
っ
た
魚
を
、
漁
業
再
生
の
切
り
札
に
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
は
、
全
国
的
に
も
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
驚
く
ほ
ど
安
価
で
販
売
さ

れ
て
い
た
ヒ
ラ
メ
を
使
っ
た
丼
ぶ
り
や
地

元
産
の
食
材
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
、
ヤ
ズ
の
加
工
品
開
発
な

ど
を
次
々
と
紹
介
。
地
域
の
食
材
と
ア
イ

デ
ア
を
活
か
し
た
技
あ
り
の
商
品
開
発
に
、

多
く
の
参
加
者
が
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
中
澤
氏
は
売
れ
る
商
品
の
条
件

に
つ
い
て
「
お
い
し
い
の
は
当
た
り
前
。

地
物
素
材
の
使
用
も
今
や
当
た
り
前
。
地

域
の
食
文
化
・
食
習
慣
を
色
濃
く
反
映
し
、

そ
の
上
で
お
い
し
そ
う
に
見
え
る
こ
と
が

需
要
で
す
。
さ
ら
に
『
お
も
し
ろ
い
』『
興

味
深
い
』『
気
が
利
い
て
い
る
』
な
ど
楽
し

く
な
る
演
出
が
あ
る
こ
と
」
と
ま
と
め
、
ブ

ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
と
参
加
者
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

次
に
講
演
を
行
っ
た
の
は
、『
ひ
ろ
し

ま
夢
ぷ
ら
ざ
』
所
長
で
県
連
事
務
局
次
長

の
倉
岡
達
志
氏
と
『
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
』

嘱
託
専
門
指
導
員
の
大
下
治
明
氏
。

　

ま
ず
壇
上
に
立
っ
た
倉
岡
事
務
局
次
長

は
、『
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
』
開
設
の
意

義
や
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
で
も
他
県
か
ら
視
察
に
訪
れ
る
こ
と
に

ふ
れ
、『
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
』
が
成
功

し
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
立
地
や
公
共

性
の
高
さ
、
市
域
（
商
工
会
議
所
）
の
商

品
も
揃
え
る
「
オ
ー
ル
広
島
」
が
手
に
入

る
品
揃
え
の
良
さ
、
補
助
金
依
存
か
ら
独

立
採
算
へ
の
移
行
な
ど
を
列
挙
。
最
後
に

「
地
域
を
元
気
に
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
を
大
切
に
し
て
、
今
後
も
運
営
を
し
て

い
き
た
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
壇
上
に
上
が
っ
た
大
下
氏
は
、

最
初
に
講
演
を
行
っ
た
中
澤
氏
の
話
に
ふ

れ
「
い
つ
も
見
て
い
る
目
線
か
ら
角
度
を

変
え
て
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
が
成
功
の

秘
訣
」
と
分
析
。
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　商
工
会
で
は
、独
占

禁
止
法
、下
請
法
及
び

消
費
税
転
嫁
対
策
特

別
措
置
法
の
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　内
容
、御
希
望
に
よ

り
公
正
取
引
委
員
会
の

窓
口
を
紹
介
し
ま
す
。

独占禁止法相談ネットワーク
の御利用をお待ちしています。

◎
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
が
独
占
禁
止

法
に
違
反
？

・
注
文
ど
お
り
な
の
に
、取
引
先
か
ら一方

的
に
返
品
さ
れ
た
。下
請
法
に
違
反
じ
ゃ

な
い
の
？

・
取
引
先
が
消
費
税
の
転
嫁
を
拒
否
し
て

い
る
。消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法

に
違
反
じ
ゃ
な
い
の
？

お気軽にお近くの商工会まで
 　　　　　　ご相談ください。

国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償

入院はもちろん自宅療養もカバー

Point １

Point ２

Point ３

Point ４

Point ５

団体割引適用で割安な保険料

家事従業者の方もご加入いただけます。

ご加入の際、医師の診査は原則不要です。

天災もサポート!Point ６

病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します。
（最長１年間、免責期間７日間）

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度のPoint！

　
「
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
が
ど
ん
な
商
品

を
開
発
す
る
の
か
が
楽
し
み
」
と
付
け
加

え
ま
し
た
。
辛
口
の
人
情
派
と
し
て
知
ら

れ
る
大
下
氏
で
す
が
、
三
月
い
っ
ぱ
い
で

退
職
し
ま
す
。『
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
』

を
支
え
た
功
労
者
に
、
会
場
か
ら
は
惜
し

み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

商
工
会
監
事
研
修
会
開
催

商
工
会
監
事
研
修
会
開
催

（
広
島
県
商
工
会
連
合
会
）

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
設
置
し
た「
監
査
室
」に

よ
る
監
査
の
実
績
と
そ
の
重
要
性
を
確
認

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
二
月

二
十
五
日
（
水
）
に
広
島
県
立
総
合
体
育

館　

大
会
議
室
（
中
区
基
町
）
に
て
、

『
平
成
二
十
六
年
度
商
工
会
監
事
研
修
会
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
各
商
工
会
の

監
事
四
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
連
は
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
監
査

室
を
設
置
。
各
商
工
会
の
現
預
金
の
管
理
、

決
裁
等
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
内

部
統
制
・
牽
制
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る

か
等
、
現
状
の
把
握
及
び
指
導
を
主
な
目

的
と
し
て
監
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
最

初
に
講
演
を
行
っ
た
の
は
、
監
査
室
に
も

参
加
す
る
石
橋
三
千
男
事
務
所
の
公
認
会

計
士　

石
橋
三
千
男
氏
。「
県
連
の
監
査

室
に
よ
る
監
査
に
つ
い
て
」「
今
後
の
受

託
事
業
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
」
の
二
点

を
中
心
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

先
ず
、
石
橋
氏
は
平
成
二
十
五
年
度
、

平
成
二
十
六
年
度
の
「
監
査
室
」
監
査
に

同
行
し
て
気
に
な
っ
た
受
託
業
務
に
つ
い

て
ふ
れ
、『
契
約
書
等
、
業
務
範
囲
が
必

ず
し
も
十
分
検
討
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ

と
』『
責
任
と
受
託
料
収
入
と
の
関
係
に

つ
い
て
年
度
ご
と
に
検
討
を
し
て
い
る
様

子
が
な
い
こ
と
』
な
ど
を
あ
げ
、「
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
の
責
任
と
実
施
す
る
事
業
を

明
確
化
し
、
コ
ス
ト
に
見
合
う
受
託
料
を

得
る
こ
と
が
大
切
。
委
託
先
と
は
人
格
が

違
う
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
す

る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
し
た
。

　

監
査
項
目
の
『
支
出
に
お
け
る
証
憑
等

の
添
付
』『
現
金
保
有
限
度
額
』『
現
金
の

管
理
』『
預
金
払
い
戻
し
請
求
へ
の
押
印
』

『
領
収
書
』『
領
収
書
管
理
簿
』
の
六
つ
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
監
査
す
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
県

連
職
員
か
ら
の
「
実
施
報
告
」
よ
り
懸
念

さ
れ
る
事
項
と
し
て
「
委
託
契
約
書
が
な

い
（
契
約
書
は
あ
る
が
、
受
託
内
容
が
不

明
確
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
）」「
受
託
元
団
体

の
総
会
が
開
か
れ
て
い
な
い
」「
手
持
ち

現
金
に
掛
か
る
事
務
処
理
規
程
の
見
直
し
」

の
三
つ
を
あ
げ
、
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
商
工
会
連
合
会　

特
別

企
画
チ
ー
ム
の
皆
川
洋
平
氏
が
「
経
営
発

達
支
援
計
画
と
そ
の
体
制
づ
く
り
」
に
つ

い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
で
皆
川

氏
は
、
小
規
模
基
本
法
に
つ
い
て
「
国
が

小
規
模
事
業
者
の
た
め
に
様
々
な
施
策
を

行
う
た
め
の
土
台
」と
説
明
。こ
れ
に
よ
り
、

「
こ
れ
ま
で
成
長
発
展
す
る
企
業
を
対
象

に
行
わ
れ
て
い
た
支
援
が
、
地
域
で
持
続

的
に
事
業
展
開
し
て
い
る
企
業
に
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
小
規
模
支
援
法
に
つ
い
て
ふ
れ
、

時
代
と
と
も
に
支
援
機
関
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
こ

れ
ま
で
の
指
導
モ
ー
ド
か
ら
経
営
戦
略
、

商
品
企
画
、
販
路
開
拓
な
ど
を
会
員
と
一

緒
に
行
う
支
援
モ
ー
ド
に
移
行
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

商
工
会
の
強
み
は
事
業
者
に
対
し
て
伴

走
型
の
支
援
が
で
き
、
新
た
に
制
定
さ
れ

た
経
営
発
達
支
援
計
画
を
国
が
認
定
す
る

ス
キ
ー
ム
は
、
こ
う
し
た
強
み
を
最
大
限

に
活
か
せ
る
こ
と
。
続
い
て
「
経
営
発
達

支
援
事
業
」
は
経
営
改
善
普
及
事
業
の
中

で
も
特
に
重
点
的
に
実
施
す
る
事
業
に
位

置
付
け
ら
れ
る
と
説
明
。
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
経
営
改
善
普
及
事
業
と
の
違
い
や

経
営
発
達
支
援
計
画
の
つ
く
り
方
な
ど
に

つ
い
て
も
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

参加者は講演を聞きながら、監査の重要性を再認識しました。
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中小企業大学校広島校からのお知らせ
　中小企業大学校広島校では平成27年度は37コース
の中小企業向け研修を実施します。
　研修コースの内容や受講企業の声、受講料等の助成
制度、広島校の施設などを紹介した『研修ガイド
2015』を差し上げます。

広島校ウェブサイト

問合わせ先

http://www.smrj.go.jp/inst/hiroshima/
『広島校』で検索 → 中小企業大学校広島校トップページ
→ 上端の『資料請求・お問合わせ』をクリック

電話０８２－２７８－４９５５

『
平
成
二
十
六
年
度

広
域
講
習
会
及
び
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド

加
盟
店
広
島
県
大
会
』開
催

広
島
県
商
工
会
連
合
会

優
良
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
る
た
め
の
具
体
的
な
策
を

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
販
売
ス
タ
イ
ル
か
ら
学
ぶ

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
一
月

二
十
八
日
（
水
）
に
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
21
広
島
（
南
区
的
場
町
）
に
て
、

『
平
成
二
十
六
年
度
広
域
講
習
会　

ぽ
っ

ぽ
カ
ー
ド
加
盟
店
広
島
県
大
会
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
加
盟
店
の
代

表
な
ど
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
と
な
る
講
習
会
で
は
、
メ
ン
タ

ル
チ
ャ
ー
ジ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
研
究
所
代
表
の
岡
本

文
宏
氏
が
“
高
単
価
リ
ピ
ー
タ
ー
創
出
の

具
体
策
～
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
に
学
ぶ
！　

狭
小
商
圏
で
も
リ
ピ
ー
タ
ー
を
量
産
す
る

仕
組
み
～
”
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
岡
本
氏
は
、
こ
れ
ま
で
百
五
十
社
以

上
の
企
業
に
対
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
プ
ロ
。
す
ぐ
に
経
営
に
活
か
せ

る
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぼ
う
と
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
岡
本
氏
は
お
店
の
フ
ァ
ン
で
あ

る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
重
要
性
を
熱
弁
。
続
け

て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
る
た
め
の
具
体
的
な

方
法
を
次
々
に
紹
介
し
ま
し
た
。
リ
ピ
ー

タ
ー
を
作
る
た
め
に
ま
ず
挙
げ
た
の
が

『
あ
て
に
で
き
る
店
だ
と
印
象
づ
け
る
』

こ
と
。「
例
え
ば
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
。
こ

こ
な
ら
欲
し
い
商
品
が
必
ず
あ
る
と
思
い

出
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
リ

ピ
ー
ト
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

『
せ
っ
か
く
来
た
の
に
な
か
っ
た
』
と
い

う
機
会
ロ
ス
を
徹
底
排
除
し
て
く
だ
さ
い
。

何
が
い
つ
売
れ
た
か
を
ア
イ
テ
ム
ご
と
に

把
握
す
る
“
単
品
管
理
”
が
大
切
で
す
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
『
す
べ
て
の
お
客
様
を
リ

ピ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
し
な
い
こ
と
』。「
リ

ピ
ー
ト
率
の
高
い
本
命
客
を
徹
底
的
に

“
え
こ
ひ
い
き
”
す
る
こ
と
が
大
切
」
と

説
明
し
ま
し
た
。
好
待
遇
を
受
け
た
客
は

店
か
ら
離
れ
ず
、
よ
り
優
良
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
る
仕
組
み
で
す
。

　

続
け
て
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
か
ら
学
ぶ

お
客
様
を
飽
き
さ
せ
な
い
仕
掛
け
を
紹
介
。

リ
ピ
ー
タ
ー
を
飽
き
さ
せ
な
い
た
め
に
大

切
な
の
は
変
化
。『
売
り
場
を
変
化
さ
せ

る
』、『
品
揃
え
を
変
化
さ
せ
る
』、『
販
促
企

画
を
変
化
さ
せ
る
』
の
三
つ
の
変
化
を
挙

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
岡
本
氏
が
「
ず
っ
と
買
い
続
け

た
い
と
思
わ
れ
る
店
に
な
る
た
め
に
は
、

あ
な
た
自
身
が
お
客
様
に
共
感
さ
れ
る
魅

力
あ
る
経
営
者
に
な
る
こ
と
が
最
も
大
事

な
の
で
す
」
と
語
る
と
、
大
き
く
う
な
ず

く
参
加
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
研
修
会
で
は
、
地
域
商
業
研

究
所
代
表
の
金
尾
俊
郎
氏
が
『
ポ
イ
ン
ト

経
費
の
元
が
取
れ
る
業
種
別
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
有
効
活
用
法
』
に
つ
い
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
冒
頭
で
金
尾
氏
は
「
ポ
イ

ン
ト
は
あ
く
ま
で
も
補
助
的
販
促
手
段
」

と
断
言
。
ま
ず
は
、
お
客
様
の
た
め
に
品

揃
え
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
ポ
イ
ン
ト
は
店
の
た
め
と
割
り
切
る

こ
と
が
大
切
。
業
種
に
よ
っ
て
使
い
方
を

か
え
な
い
と
効
果
が
な
い
」
と
述
べ
る
と
、

『
価
格
競
争
（
何
ら
か
の
値
引
き
等
）
が

あ
る
か
』、『
ま
と
め
買
い
や
つ
い
で
買
い

の
対
象
に
な
る
か
』
の
二
つ
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
タ
ー
ン
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
有
効
な
活
用
方
法
を
伝
授
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
、
研
修
会
後
に
は
、
交
流
会
も

開
催
。
参
加
者
は
名
刺
交
換
や
情
報
交
換

を
行
い
な
が
ら
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

広島県商工会青年部連合会

継
続
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』を

テ
ー
マ
に
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
が
交
流

『
平
成
二
十
六
年
度

　第
三
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」・

　
　「青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」開
催

『
平
成
二
十
六
年
度

　第
三
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」・

　
　「青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」開
催

　

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、
一

月
二
十
三
日
（
金
）、
宮
島
ホ
テ
ル
ま
こ

と
に
て
「
平
成
二
十
六
年
度
第
三
回
商
工

会
青
年
部
研
修
会
」
並
び
に
「
青
年
部

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
次
世
代
の
商
工
会
を
担
う
青

年
部
員
八
十
三
名
が
参
加
。“
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
”
を
テ
ー
マ
に
四
部
構
成
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
三
次
商
工
会
議
所
青
年
部

副
会
長
の
越
道
優
一
氏
（
株
式
会
社
テ
イ

ディスカッションを交えた参加型の講演。
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ケ
イ
西
日
本　

三
次
営
業
所
所
長
）
と
同

青
年
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
広
報
委
員
長
の
江

草
大
地
氏
（
有
限
会
社
江
草
商
店　

専
務

取
締
役
）
が
、『
三
次
唐
麺
焼
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
講
演
は
、
県
青
連
事
業
計
画
に
も
掲

げ
て
い
る
「
他
団
体
と
の
交
流
」
の
第
一

歩
と
い
う
意
味
も
含
め
、
青
年
部
員
と
同

世
代
が
活
躍
す
る
他
団
体
か
ら
講
師
を
招

き
活
動
を
知
る
こ
と
で
、
新
し
い
発
見
や

刺
激
を
受
け
て
ほ
し
い
と
企
画
さ
れ
た
も

の
。
地
域
振
興
へ
の
想
い
を
カ
タ
チ
に
変

え
て
い
く
同
世
代
の
取
り
組
み
に
、
部
員

た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

第
二
部
は
、
有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー

マ
ツ
か
ら
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
豊
島

吉
宏
氏
と
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
石

川
知
美
氏
を
講
師
に
迎
え
、『
企
業
経
営

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
手
法
』
を
テ
ー
マ
に
、

“
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
”
と
は
何
か
を
再
確

認
し
、
第
三
部
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
、
参
加
者
が
十
四
班
に
分
か

れ
て
、
各
テ
ー
マ
を
元
に
話
し
合
い
を
行

い
ま
し
た
。
次
期
役
員
候
補
者
等
を
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に
、
現
役
員
を
サ
ポ
ー

ト
役
に
指
名
。
班
は
で
き
る
だ
け
異
業
種

で
構
成
し
、
地
域
も
分
け
る
こ
と
で
固
定

概
念
を
な
く
し
た
多
面
的
な
話
し
合
い
が

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　

広
島
を
代
表
す
る
「
も
み
じ
饅
頭
」、

「
レ
モ
ン
」、「
け
ん
玉
」、「
お
好
み
焼
き
」

を
用
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
お
こ
せ
る
か
を
懸
命
に
話
し
合
い
ま

し
た
。
各
班
は
そ
れ
ぞ
れ
に
白
熱
し
た
議

論
を
展
開
。
最
後
は
プ
レ
ゼ
ン
も
行
わ
れ
、

ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
が
続
々
と
登
場
し
て
い

ま
し
た
。

　

第
四
部
は
広
島
安
佐
商
工
会
青
年
部
長

の
竹
本
浩
氏
が
『
被
災
地
復
興
支
援
に
つ

い
て
』
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

広
島
豪
雨
災
害
の
初
日
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
き
た
経
験
を
元
に
、
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
何

を
す
べ
き
か
を
訴
え
ま
し
た
。
参
加
し
た

青
年
部
員
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
人
も
多
く
、
今
後
い
つ
、
ど
こ

で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
の

対
応
に
つ
い
て
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
に
は
、
交
流
懇
親
会
を

開
催
。
初
対
面
の
部
員
同
士
も
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

次世代のリーダーが自覚を持って学び交流する有
意義な研修会になりました。
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